
食の安全安心セミナー（仙台会場）アンケート結果 

                              平成２９年１月３１日（火） 

                              宮城県第３分庁舎３０１会議室 

セミナー参加者：５６名，うち回答者：５２名（回答率９２．９％）  

 

①性別 男性：２３名 女性：２８名 未回答：１名 

②年齢 ２０歳代：３名 ３０歳代：２名 ４０歳代：８名 ５０歳代：９名 ６０歳代：１５名 

 ７０歳代以上：１４名 未回答：１名 

③職業 消費者（団体含む）：２７名 食品関連事業者：１名 学校・教育関係者：２名 

 医療関係者：２名 行政関係者：１５名 その他：４名（食育コーディネーター など）  

未回答：１名 

 

 

（講演（震災後の放射線健康リスク）について） 

問１ 説明内容は理解できましたか。 

 できた：１７名 ほぼできた：２９名 あまりできなかった：２名 できなかった：０名  

 未回答：４名 

 

問２ 問１で「あまりできなかった」「できなかった」理由 

 ・生活習慣による「がん」と福島の被爆によるものを２つに分けて、生活習慣が危険であると結んで

いるのは不満。 

・ベクレル，シーベルトの単位が頭の中でごちゃごちゃになった。他の話はわかりやすい。 

・資料のストロンチウムの推移のグラフで福島原発事故後の汚染レベルはどこに該当するのか，資料

最終ページの結論がどのように出されたのかが不明。 

 

（宮城県からの情報提供（ＢＳＥ対策の見直し）について） 

問３ 説明内容は理解できましたか。 

 できた：９名 ほぼできた：２７名 あまりできなかった：１名 できなかった：０名  

 未回答：１５名 

 

問４ 問３で「あまりできなかった」「できなかった」理由 

 ・時間が短く字が小さい。 

 

問５ 今後聞いてみたい「テーマ」や食の安全安心について関心がある内容があれば記載してください。 

 ・食品添加物について（６人） 

 ・輸入食品の安全性について（３人） 

 ・遺伝子組み換え食品について（２人） 

・農薬について 

・トレーサビリティシステムについて 



・健康食品の安全性について 

・食品表示法施行後の問題点について 

・食中毒のリスクと対処について 

・アレルギーを起こす食品について 

・ノロウイルスによる食中毒について 

・低線量放射線と健康について 

 

問６ その他，ご意見・ご感想があれば記載してください。（自由記述含む） 

（講演（震災後の放射線健康リスク）関連） 

 ・現状がよく把握できたので非常によかった。 

・放射線について知識がなく恐いと思っていたが，講演をきいて理解ができた。 

・科学データに基づく素晴らしいセミナーであった。自分の基準で安心できる食生活を進めたい。 

 ・福島県民に放射性被爆による影響は全くなく，むしろそのリスクを回避するために行った避難によ

る疾病罹患の方がより大きいリスクだという話であったが，それでは避難しなかった方がよかった

のかどうか疑問。 

・陰膳（かげぜん）調査ではリスク回避，特別な配慮が行われるので，他地区と差が出ないのではな

いか。福島の原発事故による食品事業の対応（業者被害・流通の変化を含め），それが消費行動に

どう影響を与えたのかが知りたい。 

 ・このようなセミナーを学校で取り入れ，誤った知識を早く無くしてもらいたいと強く願う。 

 ・セミナーを出前授業の形で県内くまなく開催されることを望む。啓発活動が大切。 

 ・甲状腺等のスクリーニング結果の説明もあるとよかった。 

・放射線リスク基準値の決め方が一方的と思わ，納得できるものでない。 

・魚に関してずっと不安感を持っていたが，まだ海の中はリスクが大きいのだろうかと感じた。魚の

種類によって（蓄積等が）違うと知り貴重なセミナーだった。 

・原点に返ってシーベルトとベクレルは勉強になった。 

・放射性物質の影響については発癌のみならず遺伝子変異，次世代への引き継がれるダメージなども

懸念されると思う。一世代での「発癌リスク」という単一軸に基づいた「基準値」の設定は適正と

いえるのかどうか。 

 ・福島だけでなく，隣県の宮城の影響を知りたい。自分の住む所の情報が知りたい。 

・肥満にならないような日常生活が大切であることがよくわかった。放射能についてはよくわかった。 

・放射線の量と安全である旨を販売する商品に記載すべきでは。 

・今まで聞いた講演会の中で一番わかりやすかった。今まで疑問だったことに答えを出していただい

たような気がする。今後も福島の人のために頑張ってほしい。 

・放射線と健康リスクについて，極めて丁寧な説明をしていただき，よく理解できた。 

・放射線と日常の生活の両面から，健康リスクを新しい視点から見ることが重要とわかった。 

 

（宮城県からの情報提供（ＢＳＥ対策の見直し）関連） 

 ・非常に説明が上手でわかりやすかった。 

 ・継続は力，安全安心薄れるかも。 

 ・ハムなど畜産物，おいしいみやぎの食品を普及してほしい。 



・ＢＳＥ対策はこの方向で見守っていきたい。 

・多くの県民の理解が必要かと思う。知っている人，知らない人，さまざまだと思う。 

 

その他（運営に関するもの） 

・質疑に６０分確保すると実りあるセミナーになると思う。 

・質問の長さによっては司会者が打ち切ってもいいのではないか。 

・意見交換にならない時間配分では。 

 

  以上 


